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 ＆ 谷戸往来 

昔ながらの農法で自然素材に徹する私たちは、常に補修と手入

れに余念がありません。冬の間は、堆肥作り、土壌作り、道具の点

検のほか、すぐに朽ちてしまう堆肥置き場囲いや柵の作り直しに

も追われます。自然木にこだわったやさしい公園のたたずまいを、

いつまでも残してほしいものですね。 

お椀とお箸を 

春の七草・どんど焼き 
1/14（月・祝）13：30～ 



●毎年変動する巣の数 ホタルやアカガエルの卵と同じく、カヤネズミの巣の数も年によって多い少ないが
あります。年により２倍以上の増減があるようです。およそ 2年サイクルのような気がしますが、5 10 年
単位で考えないと本当の増減はわからないでしょう。2008年からは「日本自然保護協会」を通じて、調査デ
ータを環境庁へ報告しています。10 年位前は 1個しか記録できない年もありましたが、2014 年以降は 5 
10 個以上記録できる年もあります。調査人数が増えたこともありますが、20 年前の数に戻りつつあると感
じています。
●山崎の谷戸には、5 6箇所（5 6家族？）に生息 場所別に現状を報告します。1.東谷沖（梅林手前のオ
ギ原）：昔から必ずカヤネズミの巣が見つかる場所で最も安定しています。2.本田周辺：かつては田んぼに巣
が多く見つかりましたが、近年は少なくなっていました。6年前から「NPO法人森びとプロジェクト」のみ
なさんと、荒れた湿地を手入れしてオギ（ススキに似た植物）の生育を改善した結果、巣が見られるように
なってきました。3.野外体験広場周辺：最近巣が多く見つかるようになりました。昆虫や野鳥のため刈り残
してあるチカラシバや、水路近くのササに巣が見つかります。巣が増えることを期待してササの手入れを工
夫しています。4.小段谷戸：毎回ではありませんが、時々巣が見つかります。5.炭焼小屋下の湿地：昔からオ
ギやススキに巣が見つかる場所でしたが、最近は減少傾向です。湿地のオギの衰退と関係があると思われ、
オギ原の手入れ（ツル、枯れ草の除去、日照確保など）をさらに励む必要があります。6.ししいし周辺：か
つてはチカラシバやオギに巣が見つかった場所ですが、最近は見つかりません。数年前から湿地の手入れを
始めており、巣の復活を期待しています。
●絶滅しやすいカヤネズミ カヤネズミは山崎の谷戸の中でも限られた場所で暮らしています。湿地のオギ
やチカラシバがなくなっただけで絶滅してしまうでしょう。市内のある緑地では、数年でカヤネズミが絶滅
してしまいました。今から思えば、わずかなオギ原の範囲で暮らしていたので、オギの刈り方の微妙なよし
悪しがもろに影響したのかもしれません。周囲を住宅地に囲まれた狭い谷戸（里山）で、生きものを守る難
しさをカヤネズミが象徴しているように思えます。これからも、調査（モニタリング）を継続しながら湿地
の保全作業を続けていきたいと思います。

自然だより ～ 生態系から観た里山の手入れ  谷戸のカヤネズミ その2 ～

体 験 学 習 

体験学習の予定



各班のお知らせ 



1月

６日 （日） 田 藁切り、土ふるい

雑 雑木林の調査・測定 ☆

９日 （水） 畑 畑の整備・麦踏み・堆肥作り ☆

１３日（日） 田 籾殻くん炭・堆肥切り返し 

       雑 竹の伐採 ☆

       自 里山探検隊

１４日（月・祝）春の七草とどんど焼き

２０日（日） 田 籾殻くん炭・堆肥撒き ☆

       畑 荒おこし

       雑 間伐材整理  

       青空自主保育にこにこ会保全活動

２７日（日） 田 籾殻くん炭・堆肥撒き  

       畑 じゃがいも畑の耕し  

       雑 園内整備

       生 アシ原の野鳥を探そう  

講座「雑木林の観察」 ☆

青空自主保育なかよし会保全活動

２月

３日 （日） 田 籾殻くん炭・苗床耕し  

       雑 雑木林の除間伐 ☆

       自 里山探検隊

       試食の日

６日 （水） 畑 畑の整備

       農 クサギの草木染め  

１０日（日） 田 籾殻くん炭・畔直し  

       畑 畑の整備 

         さつまいもの苗床づくり☆

雑 木障切り  

       講座「炭焼きの今昔」 ☆

１７日（日） 田 畔直し 

       畑 畑の整備

       雑 雑木林の除間伐  

２４日（日） 畑 畑の整備 

雑 雑木林の除間伐

       生 森の野鳥を探そう  

３月

３日 （日） 田 道具の手入れ ☆

       畑 道具の手入れ      

         うどん作り ☆

雑 山作業道具の手入れ ☆

       自 父と子の里山体験 

       「竹でお椀と箸づくり」

       講座「谷戸歩き」

１０日（日） 田 畔・水口直し

       畑 じゃがいもの植付け  

雑 雑木林の除間伐  

１７日（日） 田 畔・水口直し

       畑 畑の整備

       雑 雑木林の除間伐

２０日（水） 植 新芽の観察  

２４日（日） 雑 間伐材の活用  

       生 ウグイスのさえずりを聞こう 

２７日（水） 畑 畑の整備

☆ 谷戸塾     里山一日体験 （要予約）   

 4 歳～ 会員以外の方 参加費 500円/組 

田：田んぼ班   畑：畑班   雑：雑木林管理班  農：農芸班

自：自然遊び班  生：生態系保全班    植：植物育成班

〒247-0066 鎌倉市山崎 1667 

鎌倉中央公園管理事務所内

TEL/FAX 0467-47-1164 木曜を除く 10時～16時
 ： http://yato-yamasaki.sakura.ne.jp 
：ya-yato@arrow.ocn.ne.jp


